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今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
、

　
役
割
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
、

　
役
割
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

近
年
、
全
国
的
に
消
防
団
員
数
の
減
少

に
歯
止
め
が
掛
か
ら
ず
、
地
域
防
災
力
の

確
保
に
深
刻
な
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
減
少
数
が
拡
大
し
て
お
り
、加
入

促
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
消
防
団
員
の
加
入
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
若
い
世
代
が
や
り
が
い
を
実

感
し
、
誇
り
を
持
っ
て
活
動
出
来
る
消
防

団
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
い
世
代
の
考
え
を
発
信

し
て
共
通
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
月
17
日
（
土
）
イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田

市
中
通
）
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
消
防
団
や
消
防
本
部
の

関
係
者
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催　

秋
田
県
消
防
協
会

　

共
催　

秋
田
県

　

後
援　

秋
田
県
消
防
長
会

　

初
め
に
、
愛
知
県
安
城
市
消
防
団 

元

団
長 

太
田
佳
男
氏
が
、
「
何
の
為
に
？ 

な
ん
の
た
め
に
？ 

ナ
ン
ノ
タ
メ
ニ
？
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
講
　
　
演

『
何
の
為
に
？ 

な
ん
の
た
め
に
？ 

ナ
ン
ノ
タ
メ
ニ
？
』

　
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
等
充
実
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

愛
知
県
安
城
市
消
防
団

元
団
長　

太　
田　
佳　
男　
氏

し
い
改
革
に
繋
げ
て
も
ら
い
た
い
。
伝
統

は
革
新
の
連
続
。
伝
統
を
繋
げ
て
い
く
た

め
に
は
革
新
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
次
に
、
私
が
手
掛
け
た
取
組
を
紹
介

す
る
。

　

愛
知
県
岡
崎
市
出
身
の
私
は
、
安
城
市

に
婿
養
子
と
し
て
来
て
家
業
の
サ
ッ
シ
業

に
従
事
し
て
い
た
時
に
消
防
団
に
勧
誘
さ

れ
、
「
い
い
お
婿
さ
ん
だ
」
と
周
囲
に
認

め
ら
れ
た
い
一
心
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い

ま
ま
入
団
し
た
。

　

26
歳
で
入
団
し
、
班
長
も
分
団
長
も
経

験
せ
ず
に
30
歳
で
副
団
長
に
抜
擢
さ
れ

た
。団
長
に
理
由
を
聞
く
と
、生
後
間
も
な

い
長
男
を
風
呂
に
入
れ
て
か
ら
操
法
訓
練

に
駆
け
付
け
る
私
を
見
て
、「
こ
れ
か
ら
の

消
防
団
は
、家
庭
、仕
事
を
優
先
で
き
る
人

材
が
皆
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
」と
言
わ
れ
た
。こ
の
時
の
経

験
が
、
後
に
団
長
と
し
て
団
員
と
向
き
合

う
時
、「
家
庭
、仕
事
、消
防
団
の
順
」を
基

本
と
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

　

団
長
３
年
目
に
コ
ロ
ナ
で
操
法
訓
練
が

で
き
な
い
時
期
が
続
い
た
。
毎
年
70
人
く

ら
い
が
入
れ
替
わ
る
の
で
、
新
規
団
員
が

火
災
現
場
で
安
全
に
活
動
で
き
て
機
材
を

一
通
り
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
こ
と
と
し
、
操
法
大
会
を
止
め
、

消
防
活
動
競
練
会
に
切
り
替
え
た
。

　

他
に
も
、
㈱
マ
キ
タ
の
協
力
を
得
た
救

助
資
機
材
訓
練
、
台
風
を
想
定
し
た
水
防

訓
練
、
自
動
車
学
校
の
協
力
を
得
た
緊
急

車
両
訓
練
、福
利
厚
生
の
拡
充
も
行
っ
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
活
性
化
と
い
う
テ
ー

　

次
に
、
県
内
３
ヵ
所
で
開
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
若
手
の
意
見
発
表

や
、
県
内
消
防
団
に
よ
る
活
動
発
表
、「
私

た
ち
が
望
む
消
防
団
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

発
表
者
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
秋
田
市
消
防
本

部
土
崎
消
防
署
副
署
長 

宇
佐
美
晃
市
氏

の
司
会
と
太
田
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
会
場

を
含
め
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

開会のあいさつ（和田総合防災課長）

太田佳男氏の講演

■
太
田
佳
男
氏
の
経
歴

・
愛
知
県
岡
崎
市
出
身

・
平
成
12
年　
安
城
市
消
防
団
入
団
（
26
歳
）

・
平
成
15
年　

副
団
長
（
30
歳
）

・
平
成
29
年　

団
長
（
44
歳
）

・
令
和
５
年　

安
城
市
功
労
賞
、
消
防
庁

長
官
表
彰
功
労
章
、
秋
の

褒
章
藍
綬
褒
章
、
消
防
団

等
充
実
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
委
嘱

・
現
在　
　
　

安
城
市
機
能
別
団
員 

広

報 

相
談
役

■
講
演
の
概
要

　

今
日
は
、
安
城
市
消
防
団
の
改
革
を
し

た
結
果
こ
う
な
っ
た
と
い
う
話
を
す
る

が
、
こ
れ
が
正
解
で
は
な
い
。
こ
の
内
容

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
各
市
町
村
に
相
応
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マ
で
「
安
城
市
消
防
団
あ
り
方
検
討
会
」

を
設
置
し
て
、
団
員
10
名
と
市
の
担
当
者

で
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
団
員
勧

誘
に
は
、
消
防
団
活
動
の
経
験
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
。

　

今
の
若
者
は
「
何
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
の
か
」が
明
確
で
な
い
と
動
か
な
い
。自

分
に
ど
れ
だ
け
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、

今
後
の
人
生
に
役
立
つ
か
を
考
え
る
。

　

消
防
団
で
活
動
す
る
こ
と
は
、
社
会
人

と
し
て
の
基
礎
で
あ
る
人
間
力
Ｕ
Ｐ
に
最

適
。人
間
力
と
は
、
粘
り
強
さ
、
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
力
、主
体
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、利
他
の
心
。前
向
き
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
の
高
い
若
者
の
育
成
の
場
だ
。

　

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
町
内
会
と
共
有

し
て
、
一
緒
に
新
規
団
員
の
勧
誘
に
取
り

組
み
、
消
防
団
員
経
験
者
を
一
人
で
も
多

く
増
や
す
こ
と
が
地
域
防
災
力
の
向
上
に

繋
が
る
。

　

安
城
市
消
防
団
高
棚
分
団
で
は
、
こ
の

よ
う
な
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
と
消
防

団
と
の
連
携
が
理
想
的
な
形
で
行
わ
れ
て

お
り
、
大
規
模
災
害
時
の
役
割
分
担
や
、

消
防
団
員
加
入
の
仕
組
み
、
消
防
団
員
を

輩
出
し
た
家
庭
へ
の
配
慮
が
う
ま
く
機
能

し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
あ
る
べ
き
姿
に
正
解
も
ゴ
ー

ル
も
な
い
。
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
や
り
方

が
一
番
。
何
も
し
な
い
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
。
ま
ず
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ 

『
私
た
ち
が
望
む
消
防
団
』

　

初
め
に
、パ
ネ
リ
ス
ト
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
と
成
果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

①
大
仙
市
消
防
団
の
発
表
概
要

　

第
28
回
全
国
女
性
消
防
団
活
性
化
石
川

大
会
で
は
、
活
動
事
例
発
表
と
し
て
、
使

用
し
な
く
な
っ
た
半
纏
や
消
防
ホ
ー
ス
を

活
用
し
て
カ
バ
ン
や
小
物
に
リ
メ
イ
ク
す

る
「
リ
ユ
ー
ス
グ
ッ
ズ
大
作
戦
！
」
で
防

災
意
識
を
地
域
に
広
げ
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

な
ぜ 

こ
の
活
動
を
す
る
の
か
？

　

地
球
温
暖
化
対
策
が
待
っ
た
な
し
の
現

在
、
私
た
ち
消
防
団
員
が
、
普
段
の
生
活

か
ら
消
防
団
活
動
ま
で
、
環
境
に
配
慮
し

た
取
組
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
。

　

小
さ
な
取
組
だ
が
、
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄

す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
の
手
間
を
掛
け

て
再
び
使
用
で
き
る
も
の
に
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、
団
員
募
集
に
活
用
す
る
グ
ッ

ズ
、
子
供
の
防
災
教
育
物
品
に
リ
メ
イ
ク

す
る
と
い
う
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
繋
が
る
取

組
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
消
防
団
員
と
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
間
を
取
り
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
防
火
・
防
災
を
語
る

切
っ
掛
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
「
リ
ユ
ー
ス
グ
ッ
ズ
」
の
活
用
方

法
は
、
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

②
大
館
市
消
防
団
の
発
表
概
要

　

県
の
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
を

活
用
し
て
、
大
館
圏
域
産
業
祭
（
ニ
プ
ロ

ハ
チ
公
ド
ー
ム
）
で
消
防
団
活
動
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。　

　

大
館
市
消
防
団
の
特
徴
で
あ
る
纏
振
り

を
披
露
し
た
り
、秋
田
住
み
ま
す
芸
人「
き

り
亭
た
ん
方
」
や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
コ

ウ
ラ
イ
ザ
ー
」
が
登
場
し
て
ス
テ
ー
ジ
が

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
特
に
、
纏
振
り

体
験
は
、
他
の
ど
の
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
盛

況
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
が
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
た
り
、
防
災
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、身
近
に
あ
る
危
険
に
対
す

る
理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
務
め
た
。

会場とのディスカッションの様子

大仙市消防団のリメイク品

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

秋
田
市
土
崎
消
防
署

副
署
長　

宇
佐
美
晃
市 

氏

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

愛
知
県
安
城
市
消
防
団

元
団
長　

太
田　

佳
男 

氏

パ
ネ
リ
ス
ト

　

大
仙
市
消
防
団　
　

班
長　

一
色
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　

佐
藤
美
佳
子

　

大
館
市
消
防
団　
　

団
長　

武
田
博
康

班
長　

佐
藤
将
考

　

美
郷
町
消
防
団　
　

班
長　

髙
橋　

凖

　

美
郷
町　

住
民
生
活
課
長　

木
村
英
彰

　
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
準
備
委
員
リ
ー
ダ
ー

　

大
館
市
消
防
団　

分
団
長　

畠
山
留
美
子

　
若
手
消
防
団
員
活
性
化
推
進
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　

秋
田
市
消
防
団　
　

班
長　

髙
橋
充
秀
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参
加
し
た
団
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
「
来
年

度
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
方
が
よ

い
」
と
い
う
回
答
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
た
方
が
良
い
」

「
入
団
窓
口
を
設
け
て
加
入
の
ア
ピ
ー
ル

が
必
要
」
と
す
る
一
方
、「
消
防
団
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
人
が
少
な
い
」「
団
員

増
加
に
つ
な
が
る
か
疑
問
」
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

　

や
る
前
は
、「
め
ん
ど
く
せ
え
な
〜
」

と
感
じ
た
団
員
が
多
か
っ
た
と
思
う
が
、

や
っ
て
み
て
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
が

大
多
数
だ
っ
た
。先
ず
は「
や
っ
て
み
る
」

が
大
切
。
行
動
す
る
こ
と
で
団
員
の
意
識

が
変
わ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
数
名
か
ら
入
団
希
望

が
あ
っ
た
こ
と
も
成
果
で
あ
る
。

③
美
郷
町
消
防
団
の
発
表
概
要

　

今
年
度
、
当
町
が
行
っ
た
消
防
団
Ｐ
Ｒ

を
紹
介
す
る
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
、
７
０
０
０
人
く
ら
い

の
来
場
者
が
あ
る
「
美
郷
フ
ェ
ス
タ
」
で

消
防
団
紹
介
ブ
ー
ス
を
設
け
、
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
体
験
、
ち
び
っ
子
用
活
動
服

を
着
て
記
念
撮
影
、
消
防
は
し
ご
車
体
験

乗
車
な
ど
を
行
っ
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

将
来
の
入
団
に
繋
が
る
よ
う
心
掛
け
た
。

２
日
間
の
行
事
だ
っ
た
が
、
幼
稚
園
児
か

ら
小
学
校
高
学
年
ま
で
に
大
変
好
評
で
、

付
き
添
い
の
大
人
に
も
消
防
団
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
と
思
う
。

　

秋
田
住
み
ま
す
芸
人「
ち
ぇ
す
」に
よ
る

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、
団
員
と
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
行
っ
た
。ま
た
、町
び
と
劇
団
ゼ
ン

マ
イ
座
の
脚
本
家
に
、
消
防
団
員
減
少
に

よ
っ
て
地
域
が
困
っ
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー

の
作
成
を
依
頼
し
演
じ
て
も
ら
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
の
消
防
団
加
入
促
進
モ

デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
作
成
し
た
団
員
募

集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
、
地
元
広

報
誌
に
唯
一
の
女
性
消
防
団
員
の
活
動
紹

介
を
掲
載
、
町
の
消
防
操
法
大
会
の
動
画

をY
ouT
ube

に
Ｕ
Ｐ
す
る
な
ど
、
様
々

な
方
法
で
団
員
募
集
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

現
在
の
団
員
数
は
３
１
０
名
で
、
昨
年

は
退
団
21
名
、
入
団
４
名
。
今
日
紹
介
し

た
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
効
果
は
不
明
だ
が
、
問
い

合
わ
せ
は
何
件
か
あ
る
の
で
、
今
後
成
果

が
出
れ
ば
よ
い
と
期
待
し
て
い
る
。

④
女
性
・
若
手
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
成
果
発
表
の
概
要

【
活
動
内
容
の
紹
介
】

　

女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委

員
、
若
手
消
防
団
員
活
性
化
推
進
チ
ー
ム

委
員
、
女
性
や
若
手
の
団
員
が
集
ま
り
、

県
内
３
ヵ
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。

　『
活
動
し
や
す
い
消
防
団「
私
た
ち
は
こ

う
考
え
る
」〜
変
え
て
い
い
と
こ
ろ
、変
え

て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
私
た
ち
が
目
指
す
消
防
団
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
議

論
し
た
。議
論
の
中
で
最
も
深
刻
な
問
題

と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
が
、
全
国
的
な
消

防
団
員
の
減
少
問
題
。秋
田
県
の
団
員
数

は
、令
和
４
年
で
１
５
１
３
１
人
。直
近
５

年
で
１
７
０
０
人
が
減
少
。こ
の
ペ
ー
ス

で
推
移
す
る
と
、
令
和
14
年
に
１
１
６
０

０
人（
77
％
）、
令
和
24
年
に
８
１
０
０
人

（
54
％
）ま
で
減
っ
て
し
ま
う
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
】

・
操
法
大
会
の
練
習
が
し
ん
ど
い

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
削
ら
れ
る

・
活
動
の
強
制
感
が
強
い

な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
多
く
、
マ
イ
ナ
ス

は
あ
っ
て
も
消
防
団
は
楽
し
い
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
意
見
は
少
な
か
っ
た
。

　

消
防
団
に
魅
力
を
持
て
な
い
、
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
減
少
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　

対
策
と
し
て
、
私
た
ち
が
考
え
た
提
案

は
二
つ
。

【
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
】

提
案
１
―
① 

消
防
団
員
に
よ
る
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動

　

積
極
的
な
加
入
促
進
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
具

体
策
と
し
て
、
「
ど
こ
で
？
誰
に
？
」
と

い
う
切
り
口
で
３
パ
タ
ー
ン
を
考
え
た
。

◆
パ
タ
ー
ン
１

　

地
域
・
町
内
会
等
の
集
ま
り
の
場
で
、

地
域
住
民
に

◆
パ
タ
ー
ン
２

　

消
防
職
員
が
参
加
・
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
参
加
者
に

◆
パ
タ
ー
ン
３

　

職
場
・
自
宅
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
、　

同
僚
、
家
族
、
友
人
に

美郷町消防団の発表
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何
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
は
、次
の
と
お
り
。

提
案
１
―
② 

常
備
消
防
と
協
力
し
て
の
Ｐ

Ｒ
活
動

◆
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
消
防
団
活
動
の
紹
介

　

消
防
団
活
動
の
見
え
る
化
。
火
消
し
以

外
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
。
３
６
５

日
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

◆
次
世
代
の
消
防
団
員
育
成
の
た
め
に

　

小
学
校
〜
高
校
の
防
災
教
育
と
し
て
消

防
団
を
紹
介
。
子
供
の
頃
か
ら
消
防
団

に
慣
れ
親
し
む
環
境
づ
く
り

◆
管
轄
企
業
か
ら
の
入
団
員
確
保

　

同
僚
の
入
団
勧
誘
、
消
防
団
活
動
へ
の

理
解
促
進
・
協
力
依
頼

提
案
２ 

退
団
抑
止
に
向
け
た
魅
力
ア
ッ
プ

　

今
い
る
消
防
団
員
が
楽
し
く
イ
キ
イ
キ

と
活
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
魅
力
的

だ
と
感
じ
ら
れ
る
消
防
団
に
す
る
た
め

に
、
次
の
３
つ
を
変
え
る
こ
と
を
提
案
す

る
。

【
ま
と
め
】

①
旧
来
の
消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱

却
と
変
革
が
必
須

②
地
域
社
会
の
変
化
に
適
応
し
た
消
防
団

の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
を
共
有

③
Ｐ
Ｒ
活
動
、
魅
力
ア
ッ
プ
活
動
で
旧
来

の
イ
メ
ー
ジ
払
拭

　
　
　
　

⬇

消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・
加
入
促
進

■
太
田
佳
男
氏
コ
メ
ン
ト

①
勧
誘
は
熱
い
う
ち
に
し
よ
う

　

イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
作
っ
て
入
団
勧

誘
す
る
の
は
よ
い
試
み
。入
っ
て
み
よ
う

か
な
と
思
う
瞬
間
が
一
番
。「
後
で
連
絡
し

ま
す
。」
と
言
わ
れ
て
も
連
絡
は
な
い
。そ

の
た
め
、
安
城
市
消
防
団
は
途
中
入
団
を

可
能
と
し
た
。入
っ
て
も
よ
い
と
思
っ
た

時
に
、入
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

②
事
業
所
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

安
城
市
で
は
、
毎
年
４
月
、
市
長
名
で

各
事
業
所
あ
て
に
「
こ
の
社
員
に
は
消
防

団
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
消
火
活
動
な
ど
で
仕
事
に
遅
れ

た
り
、
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
う

趣
旨
の
書
簡
を
送
り
、
３
月
に
は
消
防
団

長
名
で
「
こ
の
社
員
の
お
陰
で
１
年
間
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
い
う

礼
状
を
送
付
す
る
。
市
長
と
団
長
か
ら
２

回
送
ら
れ
る
と
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る

ん
だ
な
と
社
員
を
見
る
目
も
変
わ
っ
て
く

る
は
ず
。

■
宇
佐
美
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ま
と
め

①
発
表
者
に
共
通
し
て
い
た
の
は
意
識
を

変
え
る
と
い
う
こ
と
。
若
い
団
員
と
幹

部
団
員
の
認
識
は
同
じ
で
は
な
い
。
今

の
消
防
団
活
動
が
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
退
団

数
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

う
。

②
今
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
一
人
ひ
と
り

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
。
安
城

市
消
防
団
の
活
動
か
ら
学
べ
る
こ
と
を

見
つ
け
て
取
り
入
れ
て
、
新
し
い
消
防

団
へ
の
改
革
に
向
け
て
行
動
し
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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